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宿泊外国人比率 84％のホテルが、日本の美で訪日外国人をおもてなし 

アーティストルーム “縄文” 完成 
岡本太郎も生涯のテーマとした世界に誇るべき日本の美！ 

 
パークホテル東京（運営：株式会社芝パークホテル 東京都港区、代表取締役社長 柳瀬連太郎）は、訪日外国人の

お客様に「日本の美」をお楽しみいただけるよう客室全体をアーティストが装飾する「Artist in Hotel」という取り組

みを 2012 年 12 月よりスタートしております。31 階フロアの 31 室すべてを改装すべくプロジェクトが進行中で、

この度 1月 17日より「アーティストルーム 縄文」の販売を開始いたします。 

パークホテル東京は、増加する外国人宿泊者に向けて滞在中の宿泊満足度向上を目指す取り組みとして、「日本の美

意識が体感できる時空間」をコンセプトに空間づくりを進めております。その一環である、アーティストルームの 28

室目は「縄文」をテーマに、画家の香川大介さんが 2016年 11月 14日から制作をスタート、ホテルに滞在しながら

約 1ヶ月間制作を続け、2016年 12月 23日に完成いたしました。 

なぜ「縄文」ルームなのか？ 

ホテルコンセプトに共感し、プロジェクトに参加したいというアーティストからの公募が多く集まる中、選考を通

過した企画案に書かれたテーマは「縄文」。生活に季節や自然を取り込むことで、その美しさを楽しんだ日本の美意識

の原点が縄文文化にあると考える香川さんが、自然と共存、調和する縄文人の精神性を、失いつつある現代のホテル

の一室に表現したいと制作に臨みました。すでに完成されたアーティストルームのテーマにある「江戸」「侍」「侘び

寂び」に比べ、海外での認知度は低い「縄文」をテーマに客室を制作したのは、日本文化により深く興味をもってい

ただくきっかけを提供できればと考えた為です。また「侘び寂び」という美意識とは対照的な、世界各地の古代文明

にも通じる原始根源的な日本の美をテーマにした客室が完成し、宿泊客の選択の幅を広げることが可能になりました。 

パークホテル東京がお客様にご提供するもの 

アーティストルーム「縄文」では、繊細な表現のなかに、古来より受け継がれてきた日本の「ものづくり」を楽し

む精神性を感じることが出来ます。今後もパークホテル東京では、主に訪日外国人のご宿泊者さまに向けて、想い出

を彩るような特別な滞在、経験価値をご提供してまいります。  

「アーティストルーム 縄文」内観 制作風景 香川大介 



■「アーティストルーム 縄文」概要 
宿泊開始：2017年 1月 17日(火)より販売開始 

部屋タイプ：アーティストルーム シングル 

広さ：19平米 ベッドサイズ：1,400×1,950 

販売料金：1室 1名利用 35,000円（消費税・サービス料・東京都宿泊税込） 

ご予約・お問い合わせ：03-6252-1100 

特設サイト URL：http://www.parkhoteltokyo.com/artcolours/aih.html 

総合プロデュース：creative unit moon 

 

香川 大介 
1981年福岡県生まれ、画家。 

フランス／パリでスケートボードデザインをてがけ、また 2年間徒歩で日本を縦断しながら制作を続

けた経験などから、今も国内外問わず各地での制作を精力的に行っている。現在は栃木県日光市に在

住、自身で古民家再生をてがけ、工房・ギャラリーを併設する『香川大介美術館/吉見屋』を設立。 

形にとらわれない“創作”そのものを中心とした生活をおくっている。 

  

[主な展覧会] 

2009年 2月  京都/東本願寺 企画展『感応−真宗と出遇った芸術家たち』に出品。 

2011年以降 長野/大町市 『信濃の国 原始感覚美術祭』に毎年参加。 

2011年 9月  栃木/日光市 『香川大介 生の絵画展』（小杉放菴記念日光美術館） 

2015年 11月 インド/ビハール州カガリア ウォールアートフェスティバル（ＷＡＦ）に参加。 

 

[作家メッセージ] 

古く日本には 1万年以上に及ぶ『縄文』という時代がありました。火や水、土地の精霊をかたちどった土器類が多く発掘されてい

ることから、狩猟採取生活の当時は後に続く農耕中心の生活に比べ、より自然界とのつながりが深かったように思います。土に木

と森は山へ、川は海へつながり、空には日と月と星々。人の営みと自然は共にあり、その豊かさは遺された作品を通し現代の私た

ちにも伝わっています。生活に季節や自然を取り込みその美しさを楽しむ心は、日本のみならず世界中に共通するものです。この

部屋で何か通じるものを感じていただければ嬉しく思います。創作を楽しんだ縄文の人々に思いを馳せ、楽しく描かせていただき

ました。 
部屋や浴室の壁

に直接描かれた

絵のモデルとな

った場所は、屋久

島、富士山、高尾

山など香川さん

が実際に訪れた

ところ 

 

 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ＞ 

パークホテル東京 マーケティング部 広報：宮崎、早乙女 

Email：y.miyazaki@parkhoteltokyo.com 〒105-7227東京都港区東新橋 1-7-1汐留メディアタワー 

TEL：03-6252-1111(代)  FAX：03-6252-1001 

「Artist in Hotel」プロジェクトは 31Fフロアの客室 31室すべてをアーティストルームにするべく、1/17現在、29室の客室と喫煙スペー
スが完成。全室完成まで、残すところあと 2 部屋！ ホテルコンセプトである「日本の美意識が体感できる時空間」に共感し、特徴のある客
室を装飾していただくアーティストを現在選考中です。完成部屋、制作中のお部屋の取材も承ります。 


